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呼びかけの練習で誰をほめてあげますか

子どもたちの姿勢も声の大きさも、声の方向もいい。

さて、誰をほめてあげますか？

私には、ほめる規準が相当明確にあります。

いつも第一にほめる子は、決まっています。

私が、一番にほめてあげるのは次のような子どもです。

一生懸命に取り組んだのに、失敗してしまった子ども

この子は、深く傷ついている可能性があります。

その心のフォローのためにほめてあげるのです。

そして、その子をほめることで、周りの子は感じるのです。

「先生は、一生懸命に取り組んでさえいれば、間違ってもほめてくれるんだ。失敗をおそれないで思い切

ってやろう」と。

教師は 「結果より過程が大事」といいながら、実は結果がよかった子どものみをほめがちなものです。、

それでは、活動が息苦しくなります。

一生懸命に取り組ませる。しかし、失敗には寛容であるというのが大事なポイントです。

ただ、私は、結果にも相当にこだわりを持っています。

何かしらの行事では、多少強引でも結果をひねり出さなきゃいけないと思っています。

特に厳しい指導をした場合はです。

なぜなら、つらく苦しい思いをした、その結果失敗したでは、いったい子どもたちは何のためにがんば

ったのかわからなくなってしまうからです。

子どもには、失敗経験も必要ですが、基本的には成功体験が次への意欲になるからです。

そして、そうした成功体験は、むしろ結果にこだわりすぎる練習よりも、失敗には寛容である練習方法

の方についてくるのです。
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